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「教育についての意識・経験に関する調査」

この調査は、教育に関する皆様の意識や経験をお聞きし、教育問題について学問的に検討

するためのものです。いただいた回答は匿名で処理し、学術研究のみに使用されます。意見

や認識を問う質問は、他の人に聞いたり調べたりせず、直感的にそうだと思うものをお答え

ください。ご協力をよろしくお願いいたします。

現代社会と教育問題研究会

明星大学准教授 須藤 康介

Q1 あなたは、20 年くらい前と比べて、次の割合や数がどのように増減していると思いま

すか。

新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。

（A～H にそれぞれひとつずつ） 
A. 重大な犯罪をする未成年の割合

B. 殺人事件の被害に遭う子供の割合

C. 家庭での虐待によって死亡する子供の割合

D. 学習塾に通っている小学生の割合

E. 小学生の 1 ヶ月あたりの読書冊数

F. キスの経験がある高校生の割合

G. 高校を中退する生徒の割合

H. 就職して 3 年以内に離職する大卒者の割合

（選択肢）1. とても増えている 2. やや増えている 3. ほとんど変わっていない 4. やや減っている 5. 

とても減っている

Q2 小学生のうち、朝食を食べる習慣がまったくない児童の割合はどれくらいだと思いま

すか。

新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。

（ひとつだけ）

1. 0～10% 2. 10～20% 3. 20～30% 4. 30～40% 5. 40～50%

Q3 中学生のうち、私立中学生の割合はどれくらいだと思いますか。 
新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。

（ひとつだけ）

1. 0～10% 2. 10～20% 3. 20～30% 4. 30～40% 5. 40～50%
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Q4 18 歳人口のうち、大学（四年制大学）に進学する人の割合（浪人を含む）はどれくら

いだと思いますか。 
新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。 

（ひとつだけ） 
1. 0～20% 2. 20～40% 3. 40～60% 4. 60～80% 5. 80～100% 

 
Q5 小中高生の自殺のうち、いじめが原因と考えられる自殺の割合はどれくらいだと思い

ますか。 
新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。 

（ひとつだけ） 
1. 0～20% 2. 20～40% 3. 40～60% 4. 60～80% 5. 80～100% 

 
Q6 小中高の教師が懲戒処分・訓告などを受ける理由として、最も多いものは次のどれだ

と思いますか。 
新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。 

（ひとつだけ） 
1. 交通違反 2. 体罰 3. わいせつ行為 4. 個人情報の取り扱い 5. 公費の不正使用 

 
Q7 教師の犯罪率は、同じ年齢層の人々と比べてどれくらいだと思いますか。 
新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。 

（ひとつだけ） 
1. とても高い 2. やや高い 3. 同じくらい 4. やや低い 5. とても低い 

 
Q8 日本の中高生の数学の学力は、他国と比べて、知識問題と活用問題のどちらに強いと

思いますか。 
新型コロナウイルスの感染拡大による一時的な変化は考えず、近年の一般的な状況についてお答えください。 

（ひとつだけ） 
1. 知識問題にとても強い 2. 知識問題にやや強い 3. どちらも同じくらい 
4. 活用問題にやや強い 5. 活用問題にとても強い 
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Q9 あなたが通っていた小学校・中学校・高校は、公立・私立・国立のどれでしたか。転

校や編入をした場合は、最も長く通っていた学校について、お答えください。 
（A～C にそれぞれひとつずつ） 

A. 小学校 
B. 中学校 
C. 高校 

（選択肢）1. 公立 2. 私立 3. 国立 4. 高校に通っていない 

 
【高校に通っていない人以外】 
Q10 あなたが通っていた高校では、大学（四年制大学）に進学する生徒の割合（浪人を含

む）はどれくらいでしたか。転校や編入をした場合は、最も長く通っていた高校について、

お答えください。 
（ひとつだけ） 

1. ほぼ全員 2. 7～8 割くらい 3. 半数くらい  
4. 2～3 割くらい 5. ほとんどいなかった 

 
Q11 あなたが最後に卒業した学校は次のどれですか。現在学生の場合は、卒業見込みをお

答えください。 
（ひとつだけ） 

1. 中学校 2. 高校 3. 専門学校 4. 高専 5. 短大  
6. 四年制大学 7. 六年制大学 8. 大学院 

 
【大学・大学院卒のみ】 
Q12 あなたが卒業した（または在学中の）大学は次のどれですか。 
（ひとつだけ） 

1. 国立大学 2. 公立大学 3. 難関私立大学 4. それ以外の私立大学 
※ 難関私立大学とは、早稲田大学・慶應義塾大学・上智大学・明治大学・青山学院大学・立教大学・中央

大学・法政大学・関西大学・関西学院大学・同志社大学・立命館大学や、それらと同じくらいの入試難易度

の私立大学を指すものとします。 

 
Q13 あなたの現在の職業は次のどれですか。 
（ひとつだけ） 

1. 経営者・役員 2. 正社員・正職員 3. 派遣社員・契約社員・任期付職員 
4. フリーター 5. 自営業・自由業 6. パート主婦／主夫 7. 専業主婦／主夫 
8. 無職 9. 学生 
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【専業主婦／主夫・無職・学生以外】 
Q14 あなたの現在の仕事内容は次のどれですか。複数の仕事がある場合は、最も中心的な

ものをお答えください。 
（ひとつだけ） 

1. 学校教員職（幼稚園・小学校・中学校・高校の教員、大学教員、専門学校教員、保育士など） 
2. 管理職（企業・官公庁の課長職以上、経営者、議員など） 

3. 事務職（企業・官公庁・学校の一般事務、経理、受付、電話対応、秘書、内勤の営業など） 
4. 販売職（販売店の店主・店員、不動産売買、保険外交、外勤の営業など） 

5. サービス職 
（飲食店での料理・接客、観光案内、介護、歯科助手、美容師、ネイリスト、管理人など） 

6. 保安職（警察官、消防士、自衛官、警備員など） 

7. 生産工程職（工場での製造、組立、整備、加工など） 

8. 輸送・運転職（トラック・タクシー運転手、電車運転士、船員、航空機操縦士、機械運転など） 
9. 建設・採掘職（建設作業員、大工、電気工事、土木工事、採鉱など） 

10. 運搬・清掃職（郵便配達、貨物の積み下ろし、倉庫管理、引っ越し、包装、清掃、ごみ処理など） 
11. 農林漁業職（農業、林業、漁業、畜産、植木職など） 
12. 専門・技術職 
（医師、看護師、弁護士、司書、技術者、製品開発、英会話講師、芸術家、僧侶など） 

 
【学生以外】 
Q15 あなたは小学 6 年生・中学 3 年生・高校 3 年生（高校に通っていなかった場合は 17
～18 歳）のときのなりたかった職業と、現在の職業が一致していますか。 
（A～C にそれぞれひとつずつ） 

A. 小学 6 年生 
B. 中学 3 年生 
C. 高校 3 年生 

（選択肢）1. 完全に一致している 2. ある程度一致している 3. あまり一致していない  

4. まったく一致していない 
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Q16 あなたのこれまでの人生で、フルタイムで就労していた期間は何年間くらいですか。

フルタイムとは、正社員・正職員、またはそれらとほぼ同じ時間で働くことを指します。自

営業・自由業も含めます。 
（ひとつだけ） 

1. フルタイムで就労したことはない 2. 1 年未満 3. 1～2 年くらい 4. 2～3 年くらい 
5. 3～5 年くらい 6. 5～10 年くらい 7. 10～15 年くらい 8. 15～20 年くらい 
9. 20～25 年くらい 10. 25～30 年くらい 11. 30～35 年くらい 12. 35 年以上 

 
【フルタイムで就労したことがない人以外】 
Q17 あなたはこれまでにしたフルタイムの仕事で、次のことがどれくらいあてはまります

か。 
（A～J にそれぞれひとつずつ） 

A. 全般的に仕事ができるほうだ 
B. 複雑な内容でもすぐに理解できる 
C. 物覚えがよい 
D. 物事の原因や解決方法を論理的に考えられる 
E. 計画的に仕事を進められる 
F. すぐに投げ出さずに努力を続ける 
G. 上司や仕事相手の意図を読み取るのが得意だ 
H. 人にわかりやすく物事を伝えられる 
I. 注意力不足によるミスをよくしてしまう 
J. 上司や仕事相手から叱られることが多い 

（選択肢）1. とてもあてはまる 2. まああてはまる 3. あまりあてはまらない  

4. まったくあてはまらない 

 
Q18 あなたには子供がいますか。あてはまるものすべてを選んでください。 
（いくつでも） 

1. 小学校入学前の年齢の子供がいる 2. 小学生の年齢の子供がいる 
3. 中学生の年齢の子供がいる 4. 高校生の年齢の子供がいる 
5. 高校卒業以上の年齢の子供がいる 6. 子供はいない 
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Q19 あなたとあなたの配偶者（いる場合）の昨年の年収はどれくらいでしたか。税引き前

の額を、ボーナスや副収入も含めてお答えください。正確にわからない場合は、およその額

で結構です。 
（A・B にそれぞれひとつずつ） 

A. あなた 
B. あなたの配偶者（夫または妻） 

（選択肢）1. 収入なし 2. 50 万円未満 3. 50～100 万円くらい 4. 100～150 万円くらい 

5. 150～250 万円くらい 6. 250～350 万円くらい 7. 350～450 万円くらい 8. 450～550 万円くらい 

9. 550～650 万円くらい 10. 650～750 万円くらい 11. 750～850 万円くらい 

12. 850～1000 万円くらい 13. 1000～1250 万円くらい 14. 1250～1500 万円くらい 

15. 1500～2000 万円くらい 16. 2000 万円以上 17. 配偶者はいない 

 
Q20 あなたは通常の 1 週間でどれくらいの時間、次のことをしていますか。 
（A～J にそれぞれひとつずつ） 

A. テレビや動画サイトでドラマを見る 
B. テレビや動画サイトでバラエティ番組を見る 
C. テレビや動画サイトでニュース番組・報道番組を見る 
D. Twitter, Instagram, Facebook などの SNS を使う（LINE を除く） 
E. Yahoo ニュース、LINE ニュースなどの Web ニュースを見る 
F. 小説やライトノベルを読む（電子版を含む） 
G. 教養書や学術書を読む（電子版を含む） 
H. 漫画を読む（電子版を含む） 
I. 新聞を読む（電子版を含む） 
J. テレビゲームやパソコンゲーム・携帯ゲームをする 

（選択肢）1. ほとんどしない 2. 週に 1 時間未満 3. 週に 1～2 時間くらい 4. 週に 2～4 時間くらい 

5. 週に 4～6 時間くらい 6. 週に 6～8 時間くらい 7. 週に 8～10 時間くらい 

8. 週に 10～15 時間くらい 9. 週に 15～20 時間くらい 10. 週に 20～25 時間くらい 

11. 週に 25 時間以上 
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Q21 あなたは次のことについてどう思いますか。 
（A～J にそれぞれひとつずつ） 

A. ほとんどの学校の先生は信頼できる 
B. 男女が両想いのときは、男性から告白するべきだ 
C. 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 
D. 生活に困っている人は本人に責任がある 
E. 誰でも努力すれば勉強が得意になれる 
F. 学歴が高い人ほど仕事ができる傾向がある 
G. 学歴が高い人は人間性が欠けていることが多い 
H. 近年、家庭の教育力が低下している 
I. 近年、教師の質が低下している 
J. 近年、頼りない若者が増えている 

（選択肢）1. とてもそう思う 2. まあそう思う 3. あまりそう思わない 4. まったくそう思わない 

 
Q22 あなたには次のことがどれくらいあてはまりますか。 
（A～J にそれぞれひとつずつ） 

A. 日常生活全般に満足している 
B. 自分に自信がある 
C. 友人や知人が多いほうだ 
D. 困っている人を見かけたら、知らない人でも助ける 
E. 自分の間違いや失敗は素直に認める 
F. 選挙の投票には必ず行く 
G. 現代の教育問題に関心がある 
H. 小中高時代にイヤな思い出がある 
I. クリスマスなどのイベントは大事にしたい 
J. 家具の配置や持ち物で運勢が変わる気がする 

（選択肢）1. とてもあてはまる 2. まああてはまる 3. あまりあてはまらない  

4. まったくあてはまらない 
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Q23 あなたには、次のことがあてはまりますか。あてはまるものすべてを選んでください。 
（いくつでも） 

1. 1 から 10 までを英単語で書ける 
2. 英語で簡単に自己紹介ができる 
3. 国語の授業で読むような説明文の読解が得意である 
4. 「墓穴を掘る」という慣用句の意味を知っている 
5. 四国地方にある県をすべて言える 
6. 鎌倉時代の御恩と奉公について簡単に説明できる 
7. 60km を 1 時間 30 分で進む車の時速を求めることができる 
8. x + 6 = 2.5 x - 7 という等式から x を求めることができる 
9. アサガオの花を見ておしべとめしべの位置がわかる 
10. 2Ωの抵抗に 5V の電圧をかけたときの電流の量を求めることができる 
11. パソコン関係で拡張子という言葉の意味がわかる 
12. スマホで文字をフリック入力している（例：「か」を右にスライドして「け」とする） 
13. どれもあてはまらない 

 
Q24 あなたは小学生のとき、次のことがどれくらいありましたか。 
（A～E にそれぞれひとつずつ） 

A. 親が本を読んでいる姿を見かけた 
B. 親が新聞を読んでいる姿を見かけた 
C. 親が学校の先生の悪口を言っていた 
D. 自分のクラスが学級崩壊していた 
E. 夏休みの宿題をぎりぎりになって始めた 

（選択肢）1. よくあった 2. ときどきあった 3. あまりなかった 4. まったくなかった 

 
Q25 あなたの両親が最後に卒業した学校は次のどれですか。戦前の国民学校は中学校、旧

制中学校・高等女学校は高校、旧制高校は四年制大学と見なしてください 
（A・B にそれぞれひとつずつ） 

A. 父親 
B. 母親 

（選択肢）1. 中学校 2. 高校 3. 専門学校 4. 高専 5. 短大  

6. 四年制大学 7. 六年制大学 8. 大学院 9. わからない 

  




